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要 旨 衣服の意図するデザインを的確に形づくるためには， 人体の大きさ， 形態を知っておく必重さ

がある。 そこで， 衣服パターン設計のための人体計測が必要となる。 衣服製作における人体計視tlには，

マルチン式計浪tl法， スライディングゲージ法， 三次元計液tl機使用方法， シlレエッタ一法等がある。 特に

シルエッターによる人体計測は， 1/10の縮尺シルエット像がほぼ計il!tlと同時に得られるため汎用性も高

く被 瓶入院工学， 被 服造形学教育において体型綴察に簡便で有用な手法として用いられている。 しか

し， シルエッタ一法の初期段階からあった被 写 体とカ メラレンズ距離から起こる誤差について問題視し

ている例は少ない。 そこで従来のシルエッター機器の印阪紙の供給廃止に伴う新機種への変換を兼ね，

計測誤差の縮小化を試みた。 結果， レンズのゆがみや仰観図， i府撤図， 透視図現象を防ぐために「アオ

リ機構jを取り入れた 2台のカ メラレンズを採用し， さらにレンズ焦点距離を標準仕様の2倍のレンズ

装着などにより， 正投影図に近い写 真を得ることができた。 この写 真より人体計測を行った結果， 新改

良機種は， 従来の機種より誤差震が小さく， 実寸に近い計測が出来ることが検証された。

1. は じ め に

衣服製作における人体計測1)は， マルチン式

計測法に基づく高度， 厚径， 幅径， 周径等を計

る一次元的計測法， スライディングゲージや 三

次元計測機 を用いて横断面， 縦断面形状を得る

方法， 写真やシルエッ ターにより画像として捕

らえる方法等が一 般的である。 特にシルエッ

ターによる人体計測は， 1 /10の縮尺シルエット

像(陰画写真) が ほぼ計測と問時に得られるた

め汎用性も高く被服人間工学， 被服造形学教育

において体型観察や個人の体型把握2)に簡便で

有用な手法として用いられている。 また， 体育

水本学助教授 服装造形学

( 15 ) 

(健康 体力づくり)匿学分野3)(整形外科)

等における有効性も数々の報告から 顕著である。

しかし， シルエッ タ一法の初期段階からあっ

た被写体とカメラレンズ距離から起こる誤差に

ついて問題視している例は少ない。 そこで 今回

印調紙の供給廃止に伴う新機種への変換を兼

ね， 計測誤差の縮小化を試みたので報告する。

2. 各シルエッタ一機器の改虫内容

シルエッ ターシステムは， 表1に示すように

4基にわたり改良され 現在④型に至っている。

本学被服人間工学実験室におけるシルエッ

ターの導入は， 昭和46年からで①型， ③型， 新

改良型と 現在3基目である。 ①裂から②型への

改良内容として， ①裂では， 撮影者が暗室に入



りながらガラス越しに撮影し，また印

酪紙を2 稜の薬液( 現像液と安定液)

の入ったローラーに通す等の作業を行

うため，被写体との意思疎通に不便さ

があったが，②型では，カメラレンズ

と 現像機 のみ ボックス型となり被写体

をチェックし易い状態となった。 ②型

から③型への改良内 容として，③型

は， 薬液・水洗い ・乾燥不要の乾式プ

リントとなり，液体の鼻を刺す独特の

臭いもなくなり，ロール紙で プリント

される事から撮影- 現像される時間の

短縮化も圏られた。 ③型から④型への

改良内容として，④型は 2台のカメ

ラレンズを使用することで高度に関す

る誤差範囲が少し小さいものとなっ

た。 また，①，②，③型は，シルエッ

ト像であったが④型では，シルエット

像の ほかに白黒写真も得られる。

以上，改良点は多々見られたが， 操

作上の改良に留まっている。

3. 歪を最小!こ抑える機構につい

て

一 般的なカメラは，図1に示したようにレン

ズ面とフィルム面を平行かっ思定した状態で見

上げて撮影されるため， ピルの上部が狭まった

写真となり，本来の形とは異なってしまう。 ①，

②，③型シルエッ ターのレンズは当時として

は，ゆがみの少ないものを使用しているとはい
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え，これと同様の 現象が起こっていた。 つま

り， 正投影図ではなく透視図状態となっている

ため，歪や寸法誤差が生じた訳で、ある。

パ ターンメーキングを 理論的に考えるならば

図学的な手法が効果的であり， それにはできる

だけ 正確な人体の投影間(立面図， 王子面図) が

必要である。 そこで，図2に示したようにレン

ズ光軸に対して直角方向の上下に，レンズまた

機種名 現像種類 レ
被
ン

写
ズ

体
間
~
距離 レンズ種類 改良内容

①君主 !日現像式 現像液 2240.00 mm 250mm 望遠

②型 SlI型 現像液 2240.00 mm 250mm望遠 カ メラ， 現像機のみボ、ソクス

①型 システム10 乾式プ リントフィルム 2640.00 mm 250mm望遠 ロール紙乾式プ リント(液体なし)

④製 システム10 D パソコン用プ リンター 2864.58 mm 1
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パソコンによるデータ一保管可能

図1 一般的なカメラで撮影

函2 アオリ機構について

表1 各シルエッター器の概要
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円柱による “ゆがみ" 比較
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良型) は，撮影レンズによる映り込み変化量を

現した設計図である。 いずれも人体計測を目的

としていることから，写り込み範屈を床面から

180 cmとし， その中で歪，誤差量を計算した

ものである。

B，C は上部のレンズを被験者の上半身，下

部のレンズは下半身を撮影し， パソコンの専用

ソフトにて張り合わせ一枚の画像になるよう設

計されたものである。 一枚の画像に張り合わせ

るために，レンズ間の微妙な調整が必要であ

り，かつレンズずれを防ぐために， ボックス内

でカメラを保護する状態となっている。 よって

ボックスを， 最小限の大きさに抑えるため，

般のカメラではなく CCDカメラを使用してお

り，レンズ十CCDユニットが撮影部となる。

もちろん，アオリ機構も採用されている。

また，新改良型では，被写体とカメラレンズ

とのRfi離を大きくするために，レンズ焦点距離

を標準仕様の2倍のレンズを採用する事によ

り， 理論上寸法誤差は③型の1 /2に抑える事

が可能な設計図となった。 関 6の改良型写真で

明らかなように，被写体上下部の湾曲は， ほぼ

肉眼に近い状態に見えることが分かる。 また，

図8の人体撮影写真の下部(足部) を比較して

みると①型は， 正面から撮影していると言うよ

撮影レンズの設計図比較1ß16 

はフィルム位置を移動させる機構6)(アオリ機

構) が備わったカメラで撮影すると， 関3のよ

うに被写体を実物に近い形で描写する事が出来

る。 また，図4のようにカメラレンズが 1 本の

場合，図右側の想定閣のように円柱上部の突起

が見えず円柱の上端面が写ってしまう。 そこ

で，上方，下方部共に， 突す通りに描写する方

法として2台のカメラを使用する事により図5

の想定閣のように上部の突起，円柱側面も実物

に近い形で撮影する事が出来る。 ④型シルエッ

ターはこれを採用したものである。

図 6の①型，④型写真を見ると円柱の上部，

下部の湾曲状態に違いが見られる。 アオリ機構

を取り入れた2台のカメラ仕様の③裂は，湾出

改良が明らかではあるが，湾曲解消が完全では

ない。 これは，カメラと被写体までの距離が短

いため上部は仰観図，下部は術廠図となりレン

ズ高位置から離れた部位に歪みが起こるためで

ある。 新改良型では，被写体とカメラレンズの

距離関係について試作設計を行った。

①②③④型と新改良型の設計図の比

較

4. 

C (新改B (④型)， 図7の A(①②③型)， 
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盟8 足部写真比較

り， 斜め前面上部から見ている状態(官庁敵国)

になり，かかとに対して足先が大きくなってい

る。 それに対して新改良型では，足の大きさは

実物と閉じバランスで写っている。 など①型と

新改良型の違いは明らかとなり，シルエッ タ一

計測の始点となる重要な個所において信頼のお

ける結果を得る事ができた。

5. 人体計瀧概要

新改良型の精度を確かめるために①型，④

型，新改良型における撮影写真からの人体計測

北較を行った。

1) 被験者

人体計測を行うに当たり， 今回は比較に重き

を置き，計測点，撮影臼別による誤差を防ぐた

めに人体型ダミー(HQLによる， 平均値+解

部学的知識+美意識の3つの要素を加味して立

像化された成人女子ダミー “WD-20A勺を使

用した。

2) 使用シルエッ ター機種

①型(①②①は機器機構が同じ)，④型，新

改良型の3種，いずれも1 /10写真が計測資料と

なる。
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3) 計測項目4，5)

高度項8として，身長， 屑{峰高， 乳頭高，官官

ウエスト高， 幣部後突高，下腿 最大西高の 6項

日。 幅径項目として， 乳頭|笥幅， ウエスト幅の

2項跨とした。

6. 結果および考察

図9は①型， 関11は新改良型のシルエッ ター

ある。 尚， 従来の授業では，シルエッ

ターと共に，誤差を 最小限にした写真を必要と

しているために，望遠レンズによる一眼レフカ

メラを被写体より11mの距離を設けて撮影を

同時に行っている(閤10)。 ①，新改良型との

比較のため，これも資料とし比較対象とした。

写真から分かるように，上部下部を見ると新改

良型と11m望遠写真は， ほぼ同じ状態になっ

ているのに対し，図9は頭頂点の位置が高くな

っている。 また，側面写真を見ると， 蔚部のよ

うに前田に突出している部分は， 例i観図に近く

密9 ①型シ)1..-エッター写真



関10 11 m:li返還レンズ写真 図11 新改良型シ)1，..エッター写真

表2 各写真からの計測値

112.6 
96.5 
79.1 
27.3 
17.7 
22.7 

なり他の2枚の写真と比べると高い位置になっ

ていることが分かる。

らの計測結果は表2の通りである。 表

の数値は実寸の寸法に換算して表示している。

表を見るとわかるように，①，④型の身長で

は 1 cm以上もの誤差となっているのに対し

新改良型では， 0.3 cmの誤差に留まってい

る。 また，側題視からの扇降雨においても①裂

では透視闘状態が大きく 現れ3.4 cmも実寸よ

(cm) 

112.5 114.5 
96.7 98.2 97.5 
79.1 79.5 79.7 
27.2 25.2 5 
17.7 18.5 υ 戸

22.5 22.5 22.5 
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り 高 い{立罷と な っており ， 新改良型では，

0.5 cmに留まっている。 Ip国径項自を見ると，

ほぽレンズ中央部の ウエスト相ではどの機種も

計測値は ほぼ閉じであるが，手L頭閤幅において

は，①型の誤差が大きく出ている。 他の項釘に

おいても新改良型では 最小限の誤差となっ

は， 顕著である。 さらに， 従来併用していた

11m 望遠写真による体型観察については，数

値が実寸と ほぼ一致しているが，撮影， プリン



トに時間がかかり， また プリント費用が大きい

事などから， 静立時写真としては併用の必要が

なく， 新改良型シルエッ ター写真のみで 正確な

計測が出来る事が明らかとなった。

7. お わ り に

衣服製作における人体計測には， 稜々の方法

があるが， 特にシルエッ ターによる人体計測

は， 1 /10の縮尺シルエット像が ほぼ計測と同時

に得られるため汎用性も高く簡便で有用な手法

として用いられている。 しかし， カメラレンズ

の機構から透視図の写真となり， 特に高さ項

目， 摩箆;項践に誤差が生じているのが 現状であ

る。 そこで， 今田印画紙の供給廃止に伴う新機

種への変換を兼ね， 以下の項隠における内容改

良による計測誤差の縮小化を試みた。

・一 般的カメラレンズ機構から生じるゆがみ

を， 1"アオリ機構jを取り入れたレンズを使

用することで解消。

・高度項目における仰観図， 術敵国 現象を 2

台のカメラを使用し， パソコンの専用ソフト

にて張り合わせ一枚の闘像とすることで解消0

・厚径項目における透視図 現象は， レンズ焦点

距離を標準仕様の2倍のレンズを採用するこ

とで解消。

・レンズ間の微妙な調整を保つために， カメラ

レンズ部を 最小限に出来る CCDカメラを採

用。

以上のことを搭載した新改良型と 従来型と

( 22 ) 

私人体計測実験において比較を行った。 結果

各項目において， 従来型と新改良型の誤差の差

が 顕著に見られ新改良型の信頼性が高いことを

検証できた。

今後は， 人体の左右差(震部の前後方向への

振れの違い) 等を研究する上で， 人体の上部か

ら見下ろした形態把握のための工夫開発を試み

たいと考えている。

最後に 今回の新改良型開発にあたり， 多大な

ご協力と本研究投稿にあたり設計図等を御提供

いただきました備サカイマシンツーjレの方々に

深く感謝の意を表します。 また， 改良開発や機

器購入に際し多大なご助言とご尽力をいただき

ました， 三吉 満智子教授に感謝申し上げます。
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